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心の向きを察することができまいか。
上記以外に権相老師が朝鮮僧をヲI＜史料として『釈門白鏡録」 『三宝感応
要略録」・『神僧伝』を挙げているが、筆者が指摘するところは上記の史料と同
じような問題である。
四、結ぴにかえて、中国史料を用いる際に思うこと
以上、朝鮮仏教史研究の指針となる権相老師の研究と、そして師が指摘
する朝鮮僧を引く若干の中国僧伝類をみてみた。ここで筆者が権相老師の研
究を補足したが、師が見落としたように筆者自身も見落としが多々あるもの
と思う。先行研究はあくまでも参照するだけに止めるべきである。改めて金知
見先生のお言葉の意味を確認するものである。
きて中国僧伝類であるが、多くの僧伝類が『続高僧伝』、及ぴ「宋高僧伝 n
？典拠としていること。そして、例えば天台宗や禅宗等の僧伝がそれぞれの五
場から上記史料を参照しているが、その目的のために後代の僧伝ほど記請が
簡略化するという傾向が指摘できる。また典拠となる『続高僧伝』、及ひ、長高
僧伝』自体も朝鮮僧に関しては先行史料が少ないために、朝鮮からの求法白
？ら伝え聞くか、または他の記憶を頼りに記すしかなかったために不安の残る
記述も少なくない。ここで思うことはあたりまえのことで、はあるが、中国僧伝
類はあくまでも二次史料とし、更にそれを補うために中国諸師の章疏類を整
理しそれを朝鮮仏教史研究に用いるということである。日本では奈良時代か
ら江戸時代まで多くの日本諸師の章疏類に朝鮮僧の著述の引用が多くみられ
ていることは周知のことであるが、中国諸師の章疏にも朝鮮僧の著述の引用
と共に朝，鮮への言及が多々みられている。勿論、それ等個々の章疏に関する
研究、例えば華厳学・唯識学を中心とする研究は既に行われているところで
あるが、それ等を総合的に朝鮮仏教史研究に反映させる研究は未だ途上のょ
っである。それ等を整理しての研究を今後の課題とし、金知見先生のお言葉
を胸に、後日一つ一つ整理 して行きたいと思っている。
45『景徳伝灯録」（大正51、282上）。
－ー
対峠する王者
一敦煙莫高窟『維摩詰所説経変相』の図像解釈のために－
深津行徳（立教大学教授）
はじめに
仏教芸術の宝庫として世に名高い敦煙莫高窟の壁面に中国周辺諸民族の
姿が描かれていることははやくに指摘され、学界の注目を集めるところであっ
た。たとえば莫高窟壁画を含む「敦煙画Jの先駆的な研究者である松本栄一氏
は、莫高窟第158窟北壁西側に描かれた『浬繋経変相』（図18参照)1について、
「戴冠婦人（恐らくは仏母摩耶）以外の人物は総て中華以外の塞外国土の風俗
に描かれて居るのが頗る奇観を呈して居る。即ちそれ等の中にはイラン或は南
海その他諸蛮族に至る服飾と見らるるものをも認め得る。斯の如き諸人種を
弘く網羅し、而かも夫々の容貌服飾を写実的に描きわけた実例が此処に遺き
れているのは実に驚異に値するものであり、以て唐宋時代の支那塞外人種の
風俗研究資料たらしむる事も出来るであらう Jと評価された2。さらにその後、
『維摩詰所説経変相』にも中国皇帝および中国周辺諸民族が描かれていること
が指摘きれ3、中国周辺諸民族の服飾研究は大きく前進したのである。
きて『維摩詰所説経変相』に描かれた中国周辺諸民族の人物群については、
これを『維摩詰所説経』の、香積品に関する画像4、方便品に関する画像5、問
1 松本栄一（193η『敦埠画の研究』附図、東方文化学院東京研究所（1985年に同朋社出版から復刻）図87b、
およひi敦短文物研究所編『中国石窟敦爆莫高窟』4（講談社、 1982）図65参照。
2 松本栄一『敦埋画の研究』図像篇（前掲）P248。ただし松本氏が恐らくは仏母摩耶」とした人物像は、後述する
ように、中国皇帝を表わしたものと考える。
3例えば、藤枝晃（1958）「維摩変の一場面 変相と変文との関係 」、『仏教芸術』34など。
4松本栄一『敦爆画の研究』図像篇（前掲）P152.
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疾品に関する画像6と解釈する説が提出され、さらに仏教経典そのものだけで
はなく変文や講経文などの対俗仏教布教史料を考慮すべきことが指摘きれて
いる7。また、維摩詰像を含む中国周辺諸民族像は敦煙で案出きれたものでは
なく、中国内地のどこかで考案されたものを写 したものであろうときれてい
る80
当然のことながら、インドに発祥した仏教に中国周辺諸民族が具体的に登
場する余地はないから、『維摩詰所説経変相』を解釈するためには、対俗仏教
布教史料の検討や、さらには壁画が描かれた社会的背景を問題としなければ
ならないで、あろう。小稿では、これら諸先学の問題提起に導かれながら、とく
に「維摩詰所説経変相』に描かれた中国周辺諸民族像を検討し、それの図像解
釈を試みてみたい
1.敦煙莫高窟『維摩詰所説経変相』の概要
最初に、敦煙莫高窟において『維摩詰所説経変相』がどのように描かれてい
るかを確認しておこう。敦煙莫高窟に遺された『維摩詰所説経変相』は惰代か
ら確認することができ、五代まで継続的に描かれる90 
まず惰代の『維摩詰所説経変相』をみると、第423窟ではその窟頂に、ひと
つの建物の中で対面する文殊師利と維摩詰が描かれる（図1)10。また第420窟に
は各々殿堂に座した文殊師利と維摩詰が描かれ（図2)1、帳門の左右に相対 し
て配置されている。文殊師利は身を乗り出し片手をあげてまさに言葉を
5 藤枝晃r維摩変の一場面」（前掲）、敦埋文物研究所編「中国石窟敦埋莫高窟』3（前掲）P252、第335窟北壁
維摩経変相図図版解説。
6敦埋文物研究所編「中国石窟敦煙莫高窟」3（前掲）P247、第220窟東壁維摩経相部分維摩詰図版解説。
7藤枝晃『維摩変の一場面』（前掲）。
8潜繋悲（土井淑子訳）（1980）「敦埠の石窟芸術』、中公新書。原書名は「敦埋莫高窟芸術』、上海人民出版
社、 1957。藤枝晃「維摩変の一場面」（前掲）。
9 後掲する表を参照。なお表は、敦健文物研究所編『中国石窟敦埋莫高窟』付篇「敦埋莫高窟内容総録」（前
掲）によって作成した。ただし同書は表記が統一されておらず、また記述に精粗がある。今後、補訂を続けて行
きたし、。
10敦埠文物研究所編『中国石窟敦煙莫高窟』2（前掲）図34。
1敦埋文物研究所編『中国石窟敦燥莫高窟』2（前掲）図68、690
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図l 第423窟窟頂
図2 第420窟西壁
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図3 第276窟西壁
図4 第220窟東壁
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発さんとし、維摩詰は払子をもって悠然と構える。第276窟の西壁には南側に
文殊師利、北側に維摩詰の単像が描かれる（図3)120 第276窟には文殊師利と
維摩詰の単像が描かれるだけだが、第423窟には一つの建物の中で対面する両
者の背後に問答を聞く人々が描かれ、第420窟にも各々の殿堂内で問答に耳を
傾ける人々が列座する。これらの情景は、『維摩詰所説経』「問疾品Jを描いた
ものである。このように惰代の『維摩詰所説経変相』は、主に西壁の禽外南北
に、対問する文殊師利と維摩詰を描いて『維摩詰所説経JIr問疾品」を表現し
ている130 また文殊師利と維摩詰を帳門の左右に相対して配置する第420窟の
構図は、以降、「維摩詰所説経変相』の基本的な構図として継承きれていく。
唐代になると、主に東壁門口南北の大きな画面が『維摩詰所説経変相』を
描くために用意されてそれにふさわしい豊富な内容が描かれるが、いまは小稿
の主題に沿って簡潔に見て行こう。
第220窟は、宝蓋の下で獅子座に座した文殊師利と、帳を上げた九帳中に
座す維摩詰が相対する様子を基本的な構図とする。惰代に表現された殿堂は
姿を消し、文殊師利の下部には、扇蓋を磐し両手を左右に広げた人物が多く
の文官を従える図像があり（図13)14、維摩詰の下部には、胡服や甲胃を身につ
けあるいは上半身をあらわにする者などさまざまな容姿をした人物群が描かれ
る（図4)150 この壁画は642年に描かれたものであり、小稿の主題である敦煙莫
高窟『維摩詰所説経変相』中国周辺諸民族人物群に絶対年代を与えてくれ
る。
中唐代造営の第159窟には、維摩詰の帳下に、大きく、他衆を率いるかの
ような人物像が描かれているのが注意される。この人物像は、赤い冠を戴
き、左衿の長砲に腰帯を締めて剣を侃ぴ、黒い革靴を履いて右手に柄香炉を
執る（図5)160 同様の人物像は第237窟の維摩詰の帳下にもみえる17。第159窟
12敦埋文物研所編『中国石窟敦埠莫高窟』2（前掲）図122、1230
13小稿第2章参照。
14敦短文物研究所編『中国石窟敦燈莫高窟』3（前掲）図30、31a
15敦埋文物研究所編「中国石窟敦短莫高窟』3（前掲）図30、31。
16敦短文物研究所編「中国石窟敦短莫高窟』4（前掲）図88、91。
17 松本栄一『敦煙画研究』（前掲）附図48、 :Aj 社手『吾考7トミラ召』（召~人十、 2001)P219a
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図5第159窟主室東壁門口南部分
図6 第138窟主室東壁
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図7 第61窟主室東壁
の文殊師利宝座下の図像は未見であるが、第237窟のそこには第220窟にみた
ような、扇蓋を場し両手を左右に広げた人物があり、両者はちょうど対崎す
るように描かれるのである18。
ところが第159窟 第237窟に描かれた維摩詰帳下の特徴的な人物像は、晩
唐に造営された第138窟（図6)19、五代に造営された第61窟（図7）却には姿を消
し、ただ文殊師利宝座下のもののみ残る。しかしその構図は、初唐期の第220
窟と類似する。
きて、惰から五代に至る敦煙莫高窟『維摩詰所説経変相』を見てきた。惰
のときには、『維摩詰所説経変相』は「問疾品」のみが忠実に描かれている。そ
の構図は、以下の3つである。すなわち、一つの建物の中に対面する両者と
問答を聞く人々を描く第423窟、各々が殿堂に座し周囲に問答に耳を傾ける
人々を列座させる第420窟、文殊師利と維摩詰の単像のみを相対させる第276
窟である。これらの構図のうち第423窟のものが最も古〈、その後、石窟の西
壁禽外南北という場所を得て、文殊師利と維摩詰を門の左右に相対して描く
ようになったのであろう 210 また「問疾品」によれば、文殊師利に従い維摩詰と
18 段文傑氏は第159窟の維摩詰帳下にある人物群に言及したのち、 r同様な人物群は、維摩と向かい合う文殊
の宝座下にも帝王図としてあらわされ、両者はちょうど対照的な構図をつくりあげているよされる（r唐代後期の莫
高窟芸術J『中国石窟敦撞莫高窟』4、前掲、所収）。これに従えば、第159窟の文殊師利宝座下には第237
倉文殊師利宝座下と類似の人物像があったと考えられる。
19敦健文物研究所編『中国石窟敦僅莫高窟』4（前掲）図193。
20敦煙文物研究所編『中国石窟敦埋莫高窟』5（前掲）図74、77.
21大規孝昌3(52η年銘の石刻『維摩詰所説経変相』は、相対する文殊師利！維摩誌を基本的な構図とし、きら
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図8 第335窟主室北壁
の問答の場に参加したのは菩薩・居土の類であり、第423窟 .420窟にはそれ
らが個性なく表現きれている。
ところが初唐にいたって、主に東壁門口南北の大きな画面が『維摩詰所説
経変相』を描くために用意きれ、それにふさわしい豊富な内容が描かれる。そ
の内容の詳細は次章に譲り、ここでは以下の点を確認しておく。すなわち、
第220窟にみるように、 『維摩詰所説経変相』は、宝蓋の下で獅子座に座した
文殊師利と、帳を上げた九帳中に座す維摩詰とが相対する様子を基本的な構
図とし、惰代に表現された殿堂は姿を消す。文殊師利の獅子座下には、扇蓋
を場し両手を左右に広げた人物が多くの文官を従える図像があり、維摩詰の
下部には、胡服や甲胃を身につけあるいは上半身をあらわにする者などさまざ
まな容姿をした人物群が描かれる。そしてこの構図は、五代にいたるまで変化
することがない。小稿の主題である中国周辺諸民族人物群は、初唐以来、
『維摩詰所説経変相」の壁面の中心部分に描かれ続けるのである。
に唐代以降の特色をも備える（松本栄一『敦僅画の研究』図像篇、前掲、 P16）。ここで述べた惰代『維摩詰所
説経変相』の特色は、莫高窟に限定して考えなければならない。
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図9 第335窟主室北壁図像配置図
2. r維摩詰所説経変相』の内容と中国周辺諸民族人物群
前章で指摘したように、敦1皇莫高窟『維摩詰所説経変相』には、初唐にい
たって「問疾品」以外の豊富な内容が描かれるようになる。本章では第335窟
（図8）を例としてその一々を指摘し、あわせて中国周辺諸民族人物群が「維摩
詰所説経』のどの様な内容を表現したものであるかを考察する。
(1）第335窟主室北壁『維摩詰所説経変相」の詳細
図9は、初唐に造営きれた第335窟主室北壁の『維摩詰所説経変相』を区分
し、図示したものである。『維摩詰所説経変相』14品は大きく 3幕に分けるこ
とが出来るが、以下に『維摩詰所説経変相」に沿い、図8および図9を参照しな
がら、第335窟主室北壁の「維摩詰所説経変相』を観ていく。
I 02 対l時する王者
図10 第335窟主室北壁A部分図
第 l幕 毘耶離の巷羅樹園における仏陀の会座
rイム国品第一」 舞台は見耶離郊外にある奄羅樹の庭園。「菩薩。諸天。
竜神。夜文。乾闇婆。阿惰羅。迦楼羅。緊那羅。摩眼羅迦。｜比丘。
比丘尼。優婆塞。優婆夷」等の「大衆」が揃う。宝積という名の若い長
者子が「五百長者子」とともに「七宝蓋」を以って、仏に供養する泣。 Aの
菩薩に囲まれた釈尊の前面向かつて左手に、宝蓋を捧持した 5人の人
物が見えるのは、この、宝積および「五百長者子」によるr七宝蓋J供養
を表現したものである。 5人の人物は維摩詰に似た居士姿で描かれて
いるが、ここに宝積が表現されているかどうかの判断は保留しておきた
い（図10）。
22『爾時見耶域。有長者主名目宝積。与五百長者子倶。持七宝蓋。来詣仏所。頭面市L足。各以其葦。
共供養仏。仏之威神。令諸宝蓋合成ー蓋。遍覆三千大世界。而此世界広長之相悉於中現』（T14、
53九c）。
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r方便品第二』 病の床に伏した維摩詰が登場し、病気見舞いの人々に身
の無常を示して、きとりを求める心を起こすべきことを説く。このとき
維摩詰を見舞ったのは、「国王。大臣。長者。居士。婆羅門等。及諸
王子。井余官属無数千人」であり 23、J・Kの中国周辺諸民族人物群をこ
れに当てる説がある。
r弟子品第三』、「菩薩品第四」 釈尊から維摩詰の病気見舞いを命じられ
た舎利弗 目連など仏弟子中の10人、および弥勤、持世などの菩薩が
登場する。しかしかれらは、それぞれかつて維摩詰にやりこめられたこ
とを語り、病気見舞いを辞退する。
第 2幕 毘耶離大城にある維摩詰の室
r問疾品第五」 文殊師利が維摩詰の病気を見舞うこととなる。このと
き、『諸菩薩。大弟子。釈。党。四天王」は文殊師利と維摩詰の問答
に興味を持ち、「八千菩薩。五百声問。百千天人Jが文殊師利に随おう
と考える。そして「諸菩薩。大弟子衆。諸天人Jに固まれた文殊師利
は、毘耶離大城の維摩詰の室を訪れる24。維摩詰は室内のものをすべ
て除去し、ただー床を置いてこれに臥し、文殊師利を迎えて問答が始
まる。図9を含めて『維摩詰経変相』の構図の根幹をなす、維摩詰と文
殊師利が相対する図像は、この間疾品をあらわしたものである。 I・Lは
このとき文殊師利に随って維摩詰のもとに赴き問答に参加した「諸菩
薩。大弟子。釈。究。四天王」「八千菩薩。五百声問。百千天人Jr諸
菩薩。大弟子衆。諸天人」を現すが、それにJ・Kの中国周辺諸民族人物
群も加える説がある。
r不思議品第六』 舎利弗が、維摩詰の室に「大衆」のための床座がないこ
とを訪ると、維摩詰は無数の人々のために須弥相国から獅子座3万2千
を来入せしめた250cには、虚空から現れた雲上の獅子座が維摩詰のも
23 r其以方便。現身有疾。以其疾故。国王。大臣。長者。居士。婆羅門等。及諸王子。井余官属無数
千人。皆往間疾」（T14、53九c）。
24 r今二大土文殊師利維摩詰共談。必説妙法。即時八千菩薩五問。百千天人皆欲随従」（T14、546ab）。
ぉ r於是長者維摩誌。現神通力。即時彼仏遣三万二千師子座高広厳。来入維摩詰室。諸菩薩。大弟
子。釈。焚。四天王等。昔所未見。其室広博悉皆包容二千師子座。無所妨碍」（T14、546ab）。
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とに向かう様子が描かれている。
「観衆生品第七」 文殊師利と維摩詰の問答中に天女が現れ、菩薩 弟子
に天華を散じる。衣についた花弁を振り払おうとする弟子たちを見て、
天女と舎利弗とが問答する260 Eには舎利弗、 Fには天華を散じる天女
が描かれる。
「｛ム道品第八」 維摩詰が、文殊師利や摩詞迦葉、普現色身などに対し
て、仏道について説く。
「入不二法門品第九J 維摩詰が、大乗の究極の真理 境地について菩薩
に問う。
r香積仏品第十」 維摩詰は菩薩を化作し、香積仏の許に「香飯」を乞わし
める。化菩薩が「香飯」を受けて維摩詰のもとに帰ると、その香気を聞
いて「長者主月蓋』r八万四千Jおよび「諸地神。虚空神。及ぴ欲色界諸
天」が集まる。「香飯」が大衆に行き渡らないことを案じる声聞に対 し、
化菩薩は少量の「香飯」の無尽なることを説く 270 人々が食事を終えたと
ころで、第2幕が終了する。 Bには、衆香国香積仏および、菩薩の一団と
その前面にr香飯」を受ける化菩薩（B’）が描かれる。 B
して維摩詰のもとへ急、〈化菩薩が、 Hには維摩詰に「香飯」を捧げる化
菩薩が描かれる。このように第335窟主室北壁『維摩詰所説経変相』で
は、時間 場所を異にする場面を9B’、 B1、H、Gの化菩薩ように時間
の経過に従って複数描く画法があることに注意しておきたい。 Gには「
香飯Jを地上に散じる化菩薩が描かれるが、これはー鉢の「香飯Jが無尽
であることを表現すものと思われる。なおJ-Kの中国周辺諸民族人物群
を、「香飯Jの香気を聞いて集まった「長者主月蓋」とその従者「八万四
千Jおよびr諸地神。虚空神。及び、欲色界諸天Jに当てる説がある。
26 r時維摩詰室有一天女。見諸大人聞所説法便現其身。即以天華散諸菩薩大弟子上。華至諸菩薩即皆
堕落至大弟子便著不堕。一切弟子神力去華不能令去」（T14、547c）ロ
27 r長者主月蓋。従四千人来入維摩詰合。見其室中菩薩甚多諸獅子座高広厳好。皆大歓衆菩薩及大弟
子ロ却住一面。諸地神。虚空神。及欲色界諸天。聞此香気。又皆来入維摩詰舎」（T14、552abc）。
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第 3幕 再び見耶離の竜羅樹園における仏陀の会座
「菩薩行品第十一」 文殊師利との問答を終えた維摩詰は、神通力をもっ
て「諸大衆」「獅子座」を右の掌に置き、釈尊のもとに赴く。 Aの釈尊の
前向かつて右側に、文殊師利と維摩詰が対座する様子を雲の上に乗せ
その端を握る維摩詰の姿が描かれる（図10）。ここで特に注意しておきた
いのは、 Aに描かれた釈尊は、ききに仏国品において「七宝蓋」を供養き
れる場面としても登場したことである。
「見阿閑仏品第十二」 維摩詰は、妙喜世界の無動如来および、菩薩 声聞
を見ることを願う大衆のために、神通力をもって右手に妙喜世界を断
取する280 Dには、須弥山上に無動如来、諸菩薩を配した妙喜世界を
雲に載せ右手でその端を掴んだ維摩詰の姿が描かれる。
「法供養品第十三」「嘱累品第十四J 釈尊は帝釈天にこの経を受持、読諦
することの利益を説き、ついで弥勤に経典の教えを広めることをまか
せ、阿難にもその受持を命じて、終幕となる。
(2）『維摩詰所説経』講経文と『維摩詰所説経変相』
莫高窟は、漢代以来一貫して中国と西域とを結ぶ交通の要衝であった中華
人民共和国甘粛省河西国廊の西睡に位置する敦爆県城の、東南18kmtこ開撃
きれた。造営は前秦建元2(366）年に始まり 29、このころ河西一帯は禅観修行の
中心地となっていた。禅観修業は、「仏像をよく見て、静かなところで、仏の
相好を観る」ことによって神通力を得ようとするものである。莫高窟は、托鉢
の可能な敦煙県城から少し離れ、仏を穿つ石壁と水に恵まれた禅観修行の場
として切り聞かれたのである。しかし、やがて在家仏教信者が、自らとその親
族の解脱を願いまた功徳を後世に伝えるために、石窟造営に参画するように
なった。ここに至って石窟内部に描かれた壁画は、在家仏教信者の修道や教
化のための重要な素材として登場するのである300
28 r作是念日入於三昧現神通力。以其右手断取妙喜世界置於此土1(T14、555bc）。
29莫高窟第332窟出土『李懐譲重修莫高窟仏仏禽碑』。
30 金岡照光「識語上より見たる講経文・変文の一様相（1)(2）」（『国訳一切経和漢撰述部』r史伝部113巻月報19
7、198。のち加筆して同編「敦埠講座9敦燈の文学文献』大東出版社、 1990。に所収）。
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では「維摩詰所説経』は、在家仏教信者にどのように語られたのであろう
か。『敦煙変文集』には、不完全ながら 7種 6点の『維摩詰所説経』講経文が
収められている310 以下にスタイン編号4571および3872の一部を掲げる。
（スタイン編号4571)
所以経云。爾時毘耶離大城中。有長者子名目宝積。与五百長者子。倶持
七宝蓋来詣仏所。
問。爾五百長者皆是国王之子。即合恋慕王宮。矯著快楽。因甚厭棄著
花。也来聞法。答。縁毘耶城内。有一居士名号維摩。他縁是東方無垢世界
金粟如来。意欲助仏化人。暫住裟婆械境。縁国無二王。世無二仏。所以権
為長者之身。示現有妻子男女。在毘耶城内。頭頭接物。処処利生。処城中
無不帰依。在皇閥尋常教化。毘耶国王。市L為国老。知道我仏世尊。在巷園
説法。欲彰利済之心。遂入王宮教化得五百太子。第一王宮教化。
（中略）
時宝積等聞維摩此語。却問居士目。不委奄園世尊何時説法。居士目。汝
速排枇。今正是時。居士遣。倍。
（中略）
爾時居土種種説法。教化王孫。令往奄園。市L仏聴法。当時五百王子宝積
等。請居士同去。倍。
（中略）
於是五百長者各持七宝傘蓋。遂与居士相随。皆出王宮去也。倍。
維摩陪従市L金傍、 宝蓋装持色様鮮、
白玉闘成竜鳳巧、 黄金楼出象牙辺。
煙霞飛晃光明耀、 珠網珂瑠響韻連、
浩浩満街人総着、 此子王子往竜園。
（中略）
時宝積等旨受維摩勧誘。記当居士教招。重整威儀。再排隊伍。皆往奄
園。市L仏去也。追是宝積等。聞維摩勧切。見居士病深。（下略）32
31 r敦煙変文集』（人民文学社、 195ηP517～645.
32『敦煙変文集』（前掲）P553～5.
韓国仏教学SEMINAR9 107 
（スタイン編号3872)
経。以其疾故、国王、大臣、長者、居士、婆羅門等、及諸王子、井余官
属無数千人、皆往問疾。云々。
以其疾故、国王、大臣、長者、居士、婆羅門等、及諸王子井余官属、共
数干人、皆往問疾。長者、即宝積等五百、献蓋之徒。居士、即与如維摩居
士之輩。婆羅門、即浮門之衆。及諸国王、兼国王子、井圏内官属、百千万
衆、聞居士有疾、皆来体問。言居土居士、何故有疾。為移是四大違和。為
復是教化疲倦。願為我（等、説此病縁）。
謹聞居士疾紫身、凡是有霊皆怪訪、
病臥只居方丈内、飢麗起坐甚難難。
国王子尽大奔波、居士宰官威市し親、
一切天人皆到会、果然見ー病維摩。
（下略）33
講経文は「経」「白（せりふ）」「唱（うた）」という三段形式で構成きれる340 スタ
イン編号4571に引用される「経」は、鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』「仏国品」の一
説で、先にも述べたように宝積がr五百長者子」とともに「七宝蓋」を供養する
場面である。「白」部分で注意きれるのは、
1.宝積および「五百長者子」を、「国王之子」と解説すること、
2.宝積と「五百長者子」は、維摩詰とともに「七宝葦」を供養したと説明す
ること、
3.宝積と「五百長者子」が維摩詰の病気に遭遇していること、
である。このうち宝積と r五百長者子」の「七宝蓋」供養に維摩詰が同席したこ
とや、彼らが維摩詰の病気に遭遇する場面は『維摩詰所説経』にはなく、講経
文の独自解釈といわなければならない。
33『敦埠変文集』（前掲）P578～9。なお引用史料中の（）内は補った。
34金岡照光編「敦燥講座9敦煙の文学文献』（前掲）。
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つぎに、スタイン編号3872に引用する「経Jは鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』
r方便品」の一節で、病身の維摩詰を見舞うものたちを列挙する部分である。
「白」部分で注意されるのは、
4.「経」の「及諸王子Jを「及諸国王、兼国王子」と説明する点、
5.「長者」を解説して「即宝積等五百、献蓋之徒」とすること、
である。「経」に「及諸王子」とある部分を「及諸国王、兼国王子」と説明するこ
とによって、『維摩詰所説経』には登場する余地のない中国周辺諸民族は、
『維摩詰所説経変相』のなかに諸国王 ・王子として描かれる資格を得たことに
なろう。すなわち第335窟主室北壁「維摩詰所説経変相』で言えば、図9K部分
である。しかし以上の解釈によって、本来の「諸王子」がこの場面に登場でき
なくなるという不都合がおこる。ところが、スタイン編号4571講経文による
「五百長者』の解説（1.）をみると、そこで＂＇ ir皆是国王之子」と説明きれていた。
そしてスタイン編号3872講経文では、「長者」を解説して「即宝積等五百、献
蓋之徒」とする。すなわち『維摩詰所説経』講経文は、『維摩詰所説経』本来の
r諸王子」を「長者」と解釈することで矛盾を解決するのである。
きて、『維摩詰所説経』において維摩詰に言及するのは「方便品」が最初であ
り、「仏国品」に維摩詰を登場させるのは『維摩詰所説経』講経文の独自解釈
であると指摘した。そこで、前節において「仏国品」および「菩薩行品」を表現
すると考察した図9A部分を振り返ってみよう。前節では、図9Aの中央に描か
れる釈尊を中心に、向かつて左側に描かれる居土姿の5人が「仏国品」、右側
に画かれた維摩詰が「菩薩行品」を表現したものと解釈した。しかし『維摩詰所
説経』講経文によって解釈するなら、維摩詰も含めてr仏国品」を表現し、か
っ「菩薩行品』をも説明する図像であることになるになろう。
きらに、『維摩詰所説経』講経文では、病身の維摩詰を見舞う場面に宝積
と「五百長者子」が登場する。また彼らは、スタイン編号3872講経文によれば
r諸国王、兼国王子」とともに維摩詰を見舞うのであるから、この場面には宝
積と「五百長者子」、「諸国王、兼国王子」＝中国周辺諸民族が揃わなければ、
ならない。すなわち第335窟主室北壁『維摩詰所説経変相』で言えは＼図］部分
韓国仏教学SEMINAR9 109 
に描かれたのは宝積で、 J・K部分は一つの画面として「方便品」を表現している
ことになろう。
断片的にしか残されていない『維摩詰所説経』講経文をつなぎ合わせてそれ
を論理的に解釈することが適当であるかどうかは、なお慎重に検討きれなけれ
ばならない。しかし講経文では、宝積、「諸国王、兼国王子」＝中国周辺諸民
族など在家者が、『維摩詰所説経』に沿いながら、強調きれていると評価する
ことは可能であろう。そして「維摩詰所説経変相』も、講経文に沿って描かれ
ているようである。
そこであらためて『維摩詰所説経変相』の中国周辺諸民族人物群に関する先
学の指摘をみると、方便品、問疾品、香積品の、いずれも「大衆」35と言い換
えうる存在が集合する場面に比定きれていることが注意きれる。この「大衆J
には、「維摩詰所説経」講経文にみたように、対俗仏教布教の過程で在家仏教
信者の身近な存在ニ「諸国王 兼国王子」＝中国周辺諸民族が加えられてい
た。ところが、図9A部分に見たような、時間・場所を異にする場面を一つの
画面で表現する画法に拠れば、これらの「大衆」は1画面で描くことが可能な
のである。
例えば第103窟東壁の『維摩詰所説経変相』（図11、12）を見てみよう。維摩
詰像下部の中国周辺諸民族人物群の前には、彼らに向かい鉢状のものを捧げ
持って座る菩薩が描かれている。この菩薩は、維摩詰が化作し「香飯」を乞わ
しめた菩薩で、鉢は「香飯」を表すに違いない。そうであれは、この図像は、香
気を聞いて集まった「大衆」、文殊師利の下の人物を「長者主月蓋Jに比定し
て、「香積仏品」を説明する場合ということになる。 一方で、維摩詰像下部の
中国周辺諸民族人物群の先頭には皿を捧げ持つ人物が画かれている。敦煙出
土の絹本『維摩詰所説経変相』36には人物群の先に床に臥 した維摩詰を小きく
描くものがあり、これを参考とすれば、皿は湯薬を表すのであろう 370 この場
合には、文殊師利の下の人物群を宝積と「五百長者子」に比定して、「方便
35 r大衆』の語は、『維摩詰所説経』中にもr一切諸来大衆』のように使用されるが、『維摩詰所説経』講経文に
多用される語である。例えば問疾品を講じたものに、文殊師利がr大衆』を率いて維摩詰を見舞ったとある（羅振
玉旧蔵r敦1皇零姶」所載、『敦1皇変文集JP653）。
36松本栄一『敦煙画の研究』附図（前掲）図53.
37藤枝晃r維摩変の一場面」（前掲）。
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図11 第103窟維摩詰像下部図
品Jの維摩詰見舞いを解説することができる。きらに第335窟の『維摩詰所説経
変相』で考察したように、「仏国品」にある「七宝蓋」供養の場面を説くことも
できょう。すなわち、『維摩詰所説経変相』に描かれた中国周辺諸民族人物群
は、『維摩詰所説経』に繰り返し登場するr大衆」を表現したものと推論する。
維摩詰は妻子を持ち、奴稗・田宅を所有する在家の居士である。このよう
な在家の人物が、知恵第ーの菩薩である文殊師利を論破する「維摩詰所説経』
は、現世に生きる在家仏教信者にとって大きな心の支えになったであろう。
前章で見たように、『維摩詰所説経変相』の中心部分にはこの中国周辺諸民族
人物群が描かれ続けるが、これは、仏教布教の手段でもあった『維摩詰所説経
変相』の壁面に身近な存在ニ中国周辺諸民族人物群を加えた「大衆」を登場き
せることが、在家仏教信者の『維摩詰所説経』理解に有効だと考えられたから
ではないだろうか。
しかし、「維摩詰所説経変相』に描かれた中国周辺諸民族人物群が「大衆」
を表現したものと断定するには、本章で考察してきた第335窟主室北壁『維摩
詰所説経変相』の画法から飛躍がある。すなわち、図A部分は描かれた釈尊を
共有することによって、 r仏国品」「菩薩行品」をー画面で表現する。ところが
図J・K部分を「大衆」を表現したものと理解するためには、 J部分に描かれた人
物像を、ある場面では宝積に、またある場面では月蓋に読み替えなければな
らないからである。
3.中国周辺諸民族人物群の検討
図12 第103窟文殊師利像下部図
敦1皇『維摩詰所説経変相』に描かれた中国周辺諸民族人物群は「大衆Jを表
現したもので、在家仏教信者の『維摩詰所説経』理解を助けるものであると推
論した。この推論を確実なものとするために、以下に中国周辺諸民族人物群
の人物群の詳細を、とくに文殊師利像下部の人物群を中心に見てゆく。
文殊師利像の下部には、扇蓋を磐 し両手を左右に大きく広げた人物が多く
の文官を従えて閲歩する様を描くのが定番である（図12、13）。この図像の構図
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図13 第220窟文殊師利像下部分図
構図に関してはすでに閣立木『歴代帝王図』晋武帝炎像（図1538）との類似が
指摘されているが、きらに「梁職貢図』模本の先頭に描かれた図像（図1639、1
740）もその例に加えておきたい。いま第220窟のそれを例にとれば（図13,14）、
彼は晃琉を戴き、 12章を飾った深衣を纏っている。『梁職貢図』模本に描かれ
たものには晃琉や衣の12章が描かれないが、それは、これらが中国皇帝ではな
く北貌皇帝を表現したものであるからである410 菟疏や衣に12章を飾るのは中
国の皇帝にのみ許きれた特権であり、すなわち、前章で場面ごとに宝積ある
いは月蓋を表すと推定した文殊師利像下の人物像は、中国皇帝の姿で描かれ
38段文傑r唐代前期の莫高窟芸術』（敦短文物研究所編 r中国石窟敦埠莫高窟』3、前掲、 P191）。
39『故宮書画図録』15（国立故宮博物院、 1996、台湾）P25.
ω『故宮書画図録』15（前掲）P135。
41『梁職貢図』模本とその内容については、拙稿r台湾故宮博物院所蔵『梁職貢図』模本について」（『朝鮮半島
に流入した諸文化要素の研究（2）』学習院大学東洋文化研究所調査研究報告44、1999.3）を参照されたい。
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図14第220窟文殊師利像下部書き起こし図 図15閤立本『歴代帝王図』晋武帝炎像
ているのである。
では宝積、月蓋はなぜ中国皇帝の姿で描かれるのか。この3者の接点を求
めて、まず「維摩詰所説経』講経文のうちのスタイン編号3872を掲げる。
経。若在大臣。大臣中尊。教以正法。若在王子。王子中尊。示以忠孝。
若在大臣。大臣中尊。教以正法。大臣者。或是当朝相座。或是出鎮藩
法。為天子之腹心。作聖人之耳目。成邦立国。社稜之柱石。定難除兇。
作朝廷之離扉。然後示其正法常王。遂調人陳以直言（中略）
経。若在内官。内官中尊。化政宮女。若有内官。内官中尊。化政宮女。
云内官者。是黄門也。亦不名閣官。近代無記。及四十余年。此官絶滅。
西天亦有此色。不唯中国有之42（下略）。
当該部分は維摩詰の「方便」を語った部分で、維摩詰は「大臣」であればr~
臣の中の大臣」であり、「内官」であれば‘「内官中の内官」として「宮女」に説教
するとする。そして『維摩詰所説経』講経文では、「大臣」は、たとえば「当朝」
すなわち中国王朝の「天子』のr腹心」であり「朝廷」の「離扉」をなすものである
とし、また「内官』は中国にあるそれと同じものであると説明する。講経文が
42『敦埠変文集』（前掲）P574～s.
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図16 閤立本『王会図』 図17 顧徳謙模「梁元帝蕃客入朝図』
『維摩詰所説経』の語句をこのように「中国』の制度に置き換えて説明するの
は、身近な例えによって対俗仏教布教の効果をあげるためであろう 。『維摩詰
所説経変相』もまた講経文とも密接に関連する対俗仏教布教手段であるとす
るならば、そこに描カ通れた中国皇帝像は、『維摩詰所説経』に登場する人物の
理解を容易にするために必要ときれたと考えるべきである。すなわち、宝積と
月蓋である。
そこで、あらためて鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』に記きれた宝積と月蓋の詳
細を見てみよう。
「｛ム国品』 其名目等観菩薩。不等観菩薩。等不等観菩薩。定自在王菩
薩。法自在王菩薩。法相菩薩。光相菩薩。光厳菩薩。大厳菩薩。宝
積菩薩。弁積菩薩 （中略） 爾時毘耶離城有長者子。名目宝積。与五
百長者子倶。持七宝葦来詣仏所。頭面市し足。各以其蓋共供養仏430
（中略）於是長者子宝積。即於仏前以偏頒日44 （中略）爾時長者子宝
積。説此偏己白仏言。世尊。是五百長者子。皆己発阿縛多羅三窺三
43 T14、537b0
44 T14, 537c。
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菩提心。願聞得仏国土清滞。唯願世尊。説諸菩薩浮土之行45。（中略）
宝積所将五百長者子皆得無生法忍。八万四千人皆発阿梼多羅三薮三
菩提。仏摂神足。於是世界還復如故。求声聞乗三万二千天及人。知
有為法皆悉無常。遠塵離垢得法眼得。八千比丘不受諸法漏尽意
解460
「香積仏品」時維摩詰。即化作九百万師子之座厳好如前。諸菩薩皆坐其
上。是化菩薩以満鉢香飯与維摩詰。飯香普；願毘耶離城及三千大千世
界。時毘耶離婆羅門居士等。聞是香気身意快然歎未曾有。於是長者
主月蓋。従八万四千人来入維摩詰舎。見其室中菩薩甚多諸師子座高
広厳好。皆大歓喜市し衆菩薩及大弟子。却住一面。諸地神虚空神及欲
色界諸天。聞此香気亦皆来入維摩詰舎47。（下略）
「法供養品」時有転輪聖王名目宝蓋。七宝具足主四天下。王有千子。端
正勇健能伏怨敵。爾時宝蓋与其春属供養薬王如来。施諸所安至満五
劫。過五劫己告其千子。汝等亦当如我以深心供養於仏。於是千子受
父王命。供養薬王如来。復満五劫一切施安。其王一子名日月葦。独
坐思惟。寧有供養殊過此者。以仏神力空中有天日。善男子。法之供
養勝諸供養。即問。何謂法之供養。天日。汝可往問薬王如来。当広
為汝説法之供養。即時月蓋王子行詣薬王如来稽首仏足。却住一面白
仏言48 （中略）。天帝。時王宝蓋量異人乎。今現得仏号宝炎如来。其
王千子即賢劫中千仏是也。従迦羅鳩孫駄為始得仏。最後如来号日楼
至。月蓋比丘即我身是。如是天帝。当知此要。以法供養於諸供養為
上。為最第一無比。是故天帝。当以法之供養供養於仏490 
45 T14、538a。
46 Tl4, 539a0 
47 T14、552bc0
48 T14、556ba
49 T14、556c、557a。
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すなわち宝積は、「仏国品」において、毘耶離郊外にある篭羅樹の庭園に菩
薩として登場し、また「長者子」と説明されて「七宝蓋」を以って供養する。そ
して、「仏国土の清浮」について説法をうけ、発心する。宝積は、玄突が「序
品Jと訳すように『維摩詰所説経』全体の導入部の役割を果たす「仏国品」の主
役ということができょう。
つぎに月蓋は、「香積仏品」において、「香飯」の香りに誘われ8万 4千人を
引き連れて維摩詰のもとに集合した「長者主」として初登場する。しかしその
正体が明らかになるのは「法供養品」で、月蓋は、転輪聖王である宝蓋の子で
あり、かっ、かつての釈尊自身でもあるとする。「法供養品」とそれに続く「嘱
累品」には、経典の一般的な体裁にしたがって過去世の物語と未来への「法の
委嘱」が説かれるが、月蓋は過去世の物語の主役なのである。
『維摩詰所説経』は大きく 3幕で構成きれ、そのうちr仏国品」、「法供養
品」、「l属累品」の3品には、『維摩詰所説経』の主人公である維摩詰が登場し
ない50。そのかわりに主役を張るのが、「長者子」「長者主」＝在家仏教信者で
ある宝積と月蓋なのである。文殊師利像下部に描かれる中国皇帝像は、『維
摩詰所説経』の一方の主役である宝積と月蓋を、より身近な存在に置き換え
て説明するのである。
おわりに
以上、 3章にわたって敦爆莫高窟『維摩詰所説経変相』に描かれた中国周
辺諸民族像について基礎的な検討を重ね、以下の点を指摘した。
1.文殊師利像下部に描かれたのは中国皇帝像で、「維摩詰所説経』中の宝積
や月葦、そのほか「長者」に比定される。
2. 維摩詰像下部の中国周辺諸民族像群は、「維摩詰所説経」中の「諸王子」を
「諸国王。兼諸国王子」と読み替えたものである。
3.文殊師利像下部の中国皇帝像と維摩詰像下部の中国周辺諸民族像群と
50先述したように、スタイン編号3372r維摩詰所説経』講経文て＇ lit'i摩詰r仏国品」に相当する場面に登場する
が、そこでの主役はやはり宝積である。
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は、一対で『維摩詰所説経』講経文中の「大衆Jと言い換えうる存在を表現
する。
4. r大衆」＝中国皇帝 中国周辺諸民族像群は、対俗仏教布教の過程で要請
されたものであり、それ故、文殊師利像 維摩詰の相対図とともに「維摩詰
所説経変相』の中心的な位置に描かれ続けた。
図18第1583窟『浬繋経変相』部分図
が描かれている。彼もま
た、 完琉を飾るのであるか
ら中国皇帝を表現したもの
と考えるべきである。きら
に中国皇帝の周囲には、『
維摩詰所説経変相』の維摩
詰像下部に描かれた中国周
辺諸民族群と類似する人物
群が描かれている。このよ
うに、敦煙莫高窟経変相
において中国皇帝や中国周
辺諸民族が登場する例は、
『維摩詰所説経変相』に限
らない。
しかし『維摩詰所説経変相』では、中国皇帝が中国周辺諸民族と対峠する
ように描かれていることに注意しておきたい。きらに敦1皇が吐蕃の勢力下に
51松本栄一『敦煙画の研究』附図（前掲）図87b、およぴ敦健文物研究所編『中国石窟敦埋莫高窟』 4（前掲）図
65参照。
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あった中唐代には、中国周辺諸民族のなかでも赤い冠を着けた人物像がひと
きわ大きく描かれ、中国周辺諸民族を率いるかれと中国皇帝という 2人の王
者が、まきに対峠するように描かれるのである。
『維摩詰所説経変相』は文殊師利像と維摩詰像が相対する様子を基本的な
構図とするので、 2人の王者の対峠も画面構成上要請きれたにすぎないと考
えることもできる。しかし留意すべきことは、舎利容器にも中国皇帝と中国
周辺諸民族を表現した図を指摘できることである。舎利容器に刻まれたそれ
は、仏教信仰の拠りどころとなる仏舎利の故事来歴について語り、「舎利八
分』が中国皇帝の主導で、中国において行われたと主張していた520
すでに与えられた紙幅を大きく超過している。『維摩詰所説経変相』に中国
皇帝や中国周辺諸民族が描かれた理由が、単に対俗仏教布教の手段として要
請きれたためだけではなく、舎利容器のr舎利八分」図のように、仏教布教側
の政治的意志が介在していると考えるためには、維摩詰像下の中国周辺諸民
族像のより詳細な検討が必要であろう。以降の課題として、欄筆する。
52 拙稿czol)r唐代仏舎利荘厳と『舎利八分』図＿l'都管七箇国金』（中華人民共和国西安市西安交通大学
構内出土）の図像解釈のためにー』、黛弘道編『古代国家の政治と外交』、吉川弘文館を参照。
率小稿は、文部科学省研究補助金rグローパリゼーションの歴史的前提に関する学際的研究』（2000-2年
度、研究代表 ：荒野泰典）による研究成果の一部である。
番号
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380 
417 
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4お
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68 
203 
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242 
322 
332 
334 
334 
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341 
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［表］ 莫高窟『維摩詰所説経変相』所在表
時代 場所 詳細 備考
惰 主室西壁 寵外南に文殊、 北に維摩。
惰 窟頂 後部平頂中央南に文殊、北に維摩。
惰 西壁 高外南に文殊、北に維摩。
惰 北壁 西に文殊。
陪 主室西壁 禽外南に文殊、北に維摩。
惰 西壁 寵外南に文殊、北に維摩。
惰 主室西壁 禽外南に文殊、北に維摩。
惰 主室西壁 高外南に文殊、北に維摩。
陪 窟頂 後部平頂。
惰 前室窟頂 窟頂西部。
陪 窟頂 後部平頂部南に文殊、北に維摩。
初唐 西壁 禽口内南に文殊、 北に維摩。
初唐 主室西壁 禽外南に維摩、北に文殊。
初唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。
初唐 西壁 高内南に文殊。
初唐 主室西壁 禽外南に維摩、 北に文殊。
初唐 主室北壁 後部
初唐 前室西壁 門口南に文殊、北に維摩。 五代重修？
初麿 主室西壁 高内壁南に文殊、 北に維摩。
初唐 主室北壁
初唐 主室西壁 禽口内南に文殊、 北に維摩。
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342 初唐 主室西壁 高内南に文殊、北に維摩。 6 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 仏国品。
342 初唐 主室北壁 22 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。
44 盛唐 前室南壁 （五代宋初重修） 53 五代 主室北壁 （中唐造営）
103 盛唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 仏国品。方便品。 61 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 上部に仏国品
194 盛唐 主室南壁 98 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 方便品。
ア 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 100 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。
133 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 方便品 108 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 仏国品。
中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。
仏国品。方便品。
159 
弟子品 門口南に文殊、北に維摩。
仏国品。121 五代 主室東壁
（盛唐造営）
186 中唐 南壁 132 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 （晩唐造営）
231 中唐 主室東壁 門口北。南に報恩経変。 方便品。 146 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 仏国品。
236 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 261 五代 前室西壁 門口南に文殊、北に維摩。
237 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 仏国品。方便品。 288 五代 前室南壁 （西貌造営）
240 中唐 西壁 高外北に維摩、南に文殊。
門口南に文殊、北に維摩。
仏国品。369 五代 主室東壁
359 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 （中唐造営）
360 中唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 仏国品。方便品。
25 宋 主室北壁
9 晩唐 主室北壁
172 宋 前室西壁 門口南に文殊、北に維摩。 （盛唐造営）
12 晩唐 主室東壁 門口北に維摩経変。南に報思経変。
202 宋 前室南北壁 南壁に文殊、北壁に維摩。
18 晩唐 主室東壁 門口南に維摩、北に文殊。 方便品。
203 宋 前室西壁 南に文殊、北に維摩。 （初唐造営）
85 晩唐 主室東壁 門口北。
264 宋 前室西壁 門口南に維摩。 （盛唐造営）
138 晩唐 主室東壁 門口南。北に報恩経変。
335 宋 前室西壁 門口南北。 （初唐造営）
141 晩唐 前室西壁 製損。
436 宋 前室西壁 門口南に文殊、北に維摩。 （北貌造営）
150 晩唐 主室南壁
454 宋 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。 仏国品。
156 晩唐 主室東壁 門口北。南に金光明経変。
5 五代 主室東壁 門口南に文殊、北に維摩。
